
◎
サ
ン
マ

脂
の
の
っ
た
サ
ン
マ
（
打

瀬
・
松
原
保
司
）（
花
見

川
・
相
馬
英
治
）（
高
洲

・
竹
内
忠
男
）
。
サ
ン
マ

大
好
き
で
す
。
肉
よ
り

魚
。
高
級
魚
よ
り
青
魚

（
高
浜
・
黒
部
直
子
）
。

昔
は
当
た
り
前
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。
今
は
高

級
品
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
サ
ン
マ
食
べ

た
い
で
す
（
小
中
台
・
小

田
由
博
）
。
秋
と
言
え
ば

さ
ん
ま
に
リ
ン
ゴ
。
さ

ん
ま
は
焼
い
て
大
根
お

ろ
し
で
食
べ
る
の
が
好

き
（
小
仲
台
・
菅
野
啓

子
）
（
千
城
台
南
・
高
平

敏
男
）
（
み
つ
わ
台
・
お

い
ど
ん
）
。
サ
ン
マ
と
栗

が
毎
年
楽
し
み
で
す
（
小

仲
台
・
木
村
敏
三
）
。

◎
果
物
・
野
菜

里
い
も
や
栗
、
ぶ
ど
う
、

柿
が
大
好
き
な
秋
の
味

覚
で
す
（
稲
毛
東
・
鎗
目

ト
ク
子
）
。
栗
で
す
。
煮

て
も
焼
い
て
も
美
味
し

い
で
す
。
ホ
ク
ホ
ク
感

が
良
い
（
浜
野
・
柳
澤
範

光
）
。
栗
で
す
。
蒸
し
た

り
焼
い
た
り
、
ケ
ー
キ
の

モ
ン
ブ
ラ
ン
が
最
高

（
四
街
道
・
粟
村
道
生
）
。

栗
で
す
。
栗
ご
飯
を
毎
年

作
り
ま
す
（
高
洲
・
萩
原

貴
美
子
）
（
あ
や
め
台
・

一
森
万
亀
美
）
。
母
が
良

く
栗
の
渋
皮
煮
を
た
く

さ
ん
煮
て
く
れ
た
の
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
（
黒
砂
台
・
加
藤
み

や
子
）
。
大
き
な
栗
の
実

を
拾
い
、
長
年
作
り
た
か

っ
た
栗
の
渋
皮
煮
を
作

っ
た
。
大
好
き
な
モ
ン

ブ
ラ
ン
に
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
て
楽
し
ん
だ
（
稲
毛

東
・
石
垣
祥
子
）
。
も
う

何
年
も
食
べ
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
時
季
に
な

る
と
無
性
に
「
栗
ご
飯
」

が
食
べ
た
く
な
り
ま
す

（
四
街
道
・
松
戸
健
夫
）
。

秋
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り

「
栗
」
「
さ
つ
ま
い
も
」

「
か
ぼ
ち
ゃ
」
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
で
す
。
秋
生
ま

れ
の
私
は
誕
生
日
ケ
ー

キ
と
言
え
ば
、
季
節
限

定
の
食
材
が
使
わ
れ
た

も
の
を
買
っ
て
も
ら
い

思
い
出
深
い
味
で
す
（
幸

町
・
大
浦
穂
乃
香
）
。
私

の
好
き
な
秋
の
味
覚
は

栗
と
サ
ン
マ
で
す
（
天
戸

・
岡
政
夫
）
。
好
き
な
秋

の
味
覚
は
巨
峰
（
高
洲
・

戸
沢
恵
子
）
。
秋
は
や
っ

ぱ
り
巨
峰
が
好
き
。
梨
も

み
か
ん
も
果
物
全
般
で

す
ね
。
栗
ご
飯
も
大
好
き

（
高
浜
・
林
三
津
子
）
。

シ
ナ
ノ
パ
ー
プ
ル
が
大

の
お
気
に
入
り
で
す
。
今

年
も
お
取
り
寄
せ
を
申

し
込
み
済
で
す
（
打
瀬
・

亀
高
邦
夫
）
。
芋
で
す
ね
。

毎
年
道
の
駅
多
古
の
焼

き
芋
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
（
黒
砂
・
中
村
博

之
）
。
私
は
サ
ツ
マ
イ
モ

で
す
。
畑
で

1
5
0株

の

苗
を
植
え
、
伸
び
伸
び
育

っ
て
い
ま
す
（
小
仲
台
・

森
田
一
雄
）
。
秋
が
近
づ

い
て
く
る
と
大
好
き
な

さ
つ
ま
い
も
の
ス
イ
ー

ツ
が
発
売
さ
れ
る
の
が

毎
年
楽
し
み
で
す
（
東
千

葉
・
石
田
友
里
恵
）
。
梨

と
柿
で
す
。
果
物
大
好
き

で
す
の
で
、
毎
日
楽
し
く

ほ
っ
こ
り
し
な
が
ら
食

べ
て
い
ま
す
（
小
仲
台
・

松
本
麻
由
子
）
。
秋
の
味

覚
は
梨
、
特
に
幸
水
で

す
。
千
葉
県
は
梨
の
特
産

地
で
幸
水
が
店
頭
に
並

ぶ
と
秋
の
到
来
を
感
じ

ま
す
（
柏
台
・
溝
上
芳
史
）

（
花
見
川
・
中
川
心
次
）

（
西
都
賀
・
小
林
正
和
）

（
高
洲
・
寺
内
ゆ
り
子
）

（
小
仲
台
・
山
内
富
士

子
）
。
札
幌
育
ち
の
私
は

梨
と
言
え
ば
「
千
両
梨
」

で
し
た
が
、
千
葉
に
移
り

種
類
の
多
さ
と
美
味
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た

!

（
小
中
台
・
小
田
昭
子
）
。

梨
と
い
ち
じ
く
が
好
き

で
す
。
特
に
今
年
の
頂
い

た
新
種
の
梨
「
秋
満
月
」

が
甘
さ
が
強
く
美
味
し

か
っ
た
で
す
（
幸
町
・
匿

名
）
。
こ
の
時
期
お
馴
染

み
の
梨
園
で
頂
く
幸
水

が
終
わ
り
、
今
年
は
山
梨

で
出
会
っ
た
ブ
ド
ウ

「
藤
稔
」
が
素
晴
ら
し
く

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
感

動
し
な
が
ら
頂
き
ま
し

た
（
高
洲
・
岩
田
和
洋
）
。

フ
ル
ー
ツ
（
打
瀬
・
匿

名
）
。
好
き
な
秋
の
味
覚

は
ブ
ド
ウ
、
松
茸
、
栗
で

す
（
神
明
・
加
藤
美
代

子
）
。
梨
と
ぶ
ど
う
で
す
。

今
年
食
し
た
も
の
で
は

白
井
市
産
の
「
豊
水
」
が

美
味
し
く
好
き
で
す
（
若

松
・
相
澤
一
宏
）
。
秋
は

栗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ギ
ン

ナ
ン
、
落
花
生
…
。
炊
き

込
み
ご
飯
も
大
好
き
な

の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
新
米
も
出
る
の
で
ご

飯
が
進
み
ま
す
（
高
洲
・

モ
モ
マ
マ
）
。
野
菜
（
ナ

ス
・
き
の
こ
・
芋
）
果
物

（
梨
・
ぶ
ど
う
・
り
ん
ご
）

魚
（
サ
ン
マ
・
サ
バ
・
鮭
）

が
お
い
し
い
（
朝
日
ヶ

丘
・
横
須
賀
和
男
）
。
秋

の
味
覚
は
柿
と
梨
。
田

舎
の
裏
庭
に
柿
の
木
が

1本
あ
り
、
沢
山
実
が

生
っ
た
が
渋
柿
で
、
母

が
焼
酎
に
漬
け
て
保
存

し
、
年
末
か
ら
正
月
に
か

け
て
や
っ
と
食
べ
ら
れ

ま
し
た
（
磯
辺
・
宮
崎
五

六
子
）
。
柿
が
大
好
き
で

す
。
戦
後
初
め
て
食
べ
た

何
故
か
思
い
出
（
小
仲
台

・
山
田
清
子
）
。
柿
…
実

家
の
柿
畑
か
ら

1
0
0

個
以
上
収
穫
し
て
毎
日

食
べ
ま
す
（
御
成
台
・
岡

田
順
夫
）
。
固
い
柿
が
大

好
物
で
よ
く
食
し
ま

す
。
栗
の
渋
皮
煮
は
手
間

が
か
か
り
ま
す
が
秋
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一

品
で
す
（
東
千
葉
・
会
沢

福
子
）
。
柿
。
実
家
の
庭

に
数
本
の
柿
の
木
が
あ

り
い
つ
も
は
厳
し
い
父

が
笑
み
浮
か
べ
と
っ
て

く
れ
た
。
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
柿
の
思
い
出
（
朝

日
ヶ
丘
・
伊
藤
道
子
）
。

柿
で
す
。
柿
の
実
が
色
づ

く
頃
に
な
る
と
故
郷
の

遠
い
昔
を
柿
の
ほ
の
か

な
味
と
共
に
思
い
出
し

ま
す
（
あ
や
め
台
・
藤
原

健
次
）
。
柿
と
栗
で
す
。

子
供
の
頃
、
庭
に
柿
の

木
が
あ
り
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
（
六

方
・
泉
谷
正
誼
）
。
そ
ろ

そ
ろ
柿
が
ス
ー
パ
ー
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
子
供
の
頃
、
自
宅
の

庭
に
あ
っ
た
柿
の
木
は

毎
年
食
べ
き
れ
な
い
ほ

ど
実
を
つ
け
て
い
た
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
む
い
て

く
れ
る
柿
は
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
（
花
見
川
・

相
原
昭
子
）
。
ふ
る
さ
と

東
北
で
は
小
学
校
時
代

学
校
全
員
で
い
な
ご
取

り
で
し
た
。
今
で
も
稀
に

佃
煮
を
店
で
見
か
け
ま

す
。
渋
柿
の
皮
む
き
を
し

て
冷
秋
に
干
し
柿
に
し

ま
し
た
。
逸
品
は
母
手

製
の
栗
ご
飯
で
す
（
検
見

川
・
荒
木
昭
治
）
。
秋
の

味
覚
は
真
っ
赤
な
落
ち

葉
と
同
色
の
柿
の
柔
ら

か
い
甘
み
の
あ
る
素
朴

な
味
が
一
番
で
す
（
宮
野

木
台
・
齋
藤
富
貴
子
）
。

り
ん
ご
が
好
き
で
す
。
今

は
「
つ
が
る
」
で
す
が
、

も
う
す
ぐ
「
ふ
じ
」
が
出

回
り
ま
す
（
長
沼
・
吉
田

友
子
）
。

◎
松
茸

松
茸
（
真
砂
・
原
健
）

（
あ
や
め
台
・
杉
崎
勝
）
。

松
茸
。
関
東
の
あ
る
所

に
毎
年
自
生
物
。
や
ぶ

蚊
の
襲
撃
を
受
け
な
が

ら
。
昨
年
は
無
か
っ
た

（
千
草
台
・
匿
名
）
。
松

茸
と
栗
が
大
好
き
で

す
。
松
茸
は
以
前
ツ
ア
ー

先
で
食
べ
た
松
茸
ご
飯

が
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
栗
は
亡
き
母
が
作
っ

て
く
れ
た
栗
ご
飯
の
味

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
み

つ
わ
台
・
吉
川
洋
）
。
昔

で
す
が
、
山
形
県
高
畠
地

方
の
松
茸
山
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
の
松
茸
を
食
べ

日
本
一
だ
と
思
い
ま
し

た
（
花
見
川
・
庄
司
治
）
。

キ
ノ
コ
類
が
大
好
き
で

す
。
四
季
折
々
の
贅
沢
と

し
て
秋
は
松
茸
で
す

ね
。
香
り
、
食
感
、
お
料

理
で
頂
き
ま
す
（
作
新
台

・
穴
倉
純
子
）
。
夫
と
同

時
に
答
え
た
の
が
「
松

茸
」
で
し
た
。
入
荷
す
る

と
早
急
に
買
い
求
め
松

茸
ご
飯
を
味
わ
い
ま

す
。
国
産
品
は
高
級
過
ぎ

て
手
が
出
せ
ま
せ
ん
（
高

洲
・
大
井
久
子
）
。
永
年

勤
続
の
休
暇
で
主
人
と

旅
行
し
た
先
の
一
つ
の

妙
高
の
夕
飯
で
食
べ
た

松
茸
の
土
瓶
蒸
し
が
美

味
で
し
た
。
今
で
は
な
か

な
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

が
（
笑
）
（
打
瀬
・
岡
村

朋
子
）
。
秋
の
味
覚
は
、

思
い
出
に
な
り
ま
す
が

松
茸
で
す
。
子
供
の
頃
、

函
館
市
に
住
ん
で
い

て
、
父
の
知
人
が
松
茸
を

ザ
ル
に
山
盛
り
届
け
て

く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
天
ぷ
ら
一
番
お

い
し
か
っ
た
。
今
は
エ
リ

ン
ギ
で
代
用
し
て
い
ま

す
（
小
仲
台
・
田
渕
良
子
）

◎
そ
の
他

秋
は
シ
ー
ズ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ

の
北
海
道
が
格
安
で
行

け
て
良
か
っ
た
で
す
。
特

に
宿
の
朝
食
で
食
べ
た

イ
ク
ラ
の
食
べ
放
題
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
花
見

川
・
山
下
盛
雄
）
。
旬
の

秋
な
す
。
煮
て
も
焼
い
て

も
揚
げ
て
も
、
お
漬
物
に

し
て
も
お
い
し
く
か
ん

た
ん
な
一
品
に
（
稲
毛

海
岸
・
長
堀
幸
子
）
。
４

年
前
北
陸
へ
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
へ
行
っ
た
際
食
し

た
「
越
前
カ
ニ
」
の
味
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
あ
や

め
台
・
野
村
春
江
）
。
今

年
は
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
に
行
き
た
い
け
ど

無
理
…
。
家
で
と
思
い

ス
ー
パ
ー
で
果
物
を
買

っ
て
食
べ
よ
う
と
思
い

ま
す
が
、
な
ん
で
も
高

い

!特
に
梨
等
は
高

い

!（
小
中
台
・
平
松

建
三
）
。
生
ま
れ
故
郷
北

海
道
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
筋
子
、
シ
シ
ャ
モ
、

イ
ク
ラ
の
醤
油
漬
け
、

秋
サ
ケ
、
三
平
汁
、
石
狩

鍋
、
ボ
タ
ン
海
老
、
ユ
リ

根
、
サ
ン
マ
（
四
街
道
・

衣
斐
凉
子
）
。

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

先
月
の
ア
ン
ケ
ー

ト
テ
ー
マ「

あ
な
た
の
好
き
な

秋
の
味

覚
」

　
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
の
好
き
な
秋
の
味
覚
」
で
し
た
。

定
番
の
も
の
か
ら
珍
し
い
も
の
ま
で
、
様
々
な
秋
の
味
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。
旬

の
食
べ
物
に
ま
つ
わ
る
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
や
ご
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ン

マ
・

栗
・
さ
つ

ま
い
も
・

ぶ
ど

う
・

落
花

生

第301号 令和３年１０月１日発行（６）稲　毛　新　聞

　
千
葉
市
議
会
（
川
村

博
章
議
長
・
花
見
川
区
）

は
、
９
月
定
例
議
会
で

の
一
般
質
問
を
書
面
通

告
・
書
面
回
答
形
式
に

変
更
し
、
質
問
者
数
を

制
限
し
た
う
え
で
無
所

属
議
員
の
質
問
を
認
め

な
い
取
り
扱
い
と
し

た
。

　
市
議
の
中
か
ら
感
染

者
が
出
た
こ
と
や
災
害

級
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
が
理
由
だ
と
い
う
。

質
問
は
３
項
目
以
内
の

６
問
ま
で
で
９
０
０
文

字
ま
で
の
制
限
も
あ

り
、
各
会
派
か
ら
合
計

10名
限
定
で
無
所
属
議

員
の
質
問
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
川
村
議
長
は
「
英
知

の
た
ま
も
の
、
真
の
議

会
改
革
」
と
説
明
し
て

い
る
が
大
手
マ
ス
コ
ミ

の
論
調
や
識
者
の
見
解

は
否
定
的
だ
。
書
面
質

問
制
度
は
一
般
質
問
が

で
き
な
い
場
合
の
非
常

措
置
と
し
て
導
入
さ
れ

た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
が
検
討
さ
れ
る

段
階
で
の
唐
突
な
質
問

制
限
に
は
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
ま
い
。

　
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対

策
や
コ
ロ
ナ
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
も
っ
と
議

論
す
べ
き
と
期
待
す
る

向
き
は
多
く
、
コ
ロ
ナ

対
応
に
名
を
借
り
た
質

問
制
限
に
す
ぎ
な
い
と

の
批
判
の
声
は
大
き

い
。
書
面
質
問
が
１ １
月

定
例
議
会
で
も
継
続
さ

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
市

民
の
負
託
を
無
視
す
る

も
の
と
の
批
判
の
嵐
が

起
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

千
葉
市
議
会
、
論
争
封
じ
か

一
般
質
問
制
限
で
無
所
属
議
員
排
除

コロナ禍で見つけた新たな楽しみ

ク
イ
ズ
の
応
募
方
法

左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
解
き
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
文

字
を
並
べ
る
と
言
葉
に

な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉

と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問

内
容
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
。
〒
２
６

３
‐
０
０
４
３
稲
毛
区

小
仲
台
２
～
５
～
２
～

１
０
０
１
「
稲
毛
新
聞
ク

イ
ズ
係
」
宛
。
応
募
は
メ

ー
ル
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

テ
ー
マ

「
コ

ロ
ナ

禍
で

見
つ

け
た

新
た

な
楽

し

み
」

　
昨
年
か
ら
続
く
の
コ

ロ
ナ
禍
で
は
、
家
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
見

つ
け
た
新
た
な
趣
味
や

楽
し
み
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

締
切
・
令
和
３
年

10月

20

日
（
当
日
消
印
有
効
）

今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
１
万
円
（

1名
）

☆
二
等

5千
円
（

2名
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
（

3名

様
）
　

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
滑
走

券
（

5組
）

☆
特
別
賞
＝
書
籍
「
よ
く

わ
か
る
補
聴
器
選
び

2

0
2
2年

版
」（

3名
様
）

9月
号
の
当
選
者

★
９
月
号
の
答
え
は
「
ニ

ジ
ユ
ウ
ゴ
ネ
ン
」
。
抽
選

の
結
果
、
次
の
方
が
当
選

し
ま
し
た
。【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
寺

内
ゆ
り
子
（
高
洲
）

☆
２
等
賞
・
５
千
円
＝
平

松
建
三
（
小
中
台
）
加
藤

美
代
子
（
神
明
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円

の
図
書
カ
ー
ド
＝
加
藤

み
や
子
（
黒
砂
台
）
松
戸

健
夫
（
四
街
道
）
岡
田
順

夫
（
御
成
台
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば

賞
・
ペ
ア
滑
走
券
＝
相
澤

一
宏
（
若
松
）
杉
崎
勝
（
あ

や
め
台
）
宍
倉
純
子
（
作

新
台
）
岡
政
夫
（
天
戸
）
高

平
敏
男
（
千
城
台
南
）

　
以
上
。

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ

②蒸気で温まる風呂。

④野球の外野で右の位置。

⑥腰掛け。

⑧尺の10分の1。

⑨田んぼに一本足で立っている。

⑩旅行用の大型のカバン。

⑪地球の水に覆われない部分。

⑬進むべき道。○○○○を立てる。

↓タテのカギ

①カアカア鳴く鳥。

②実家のある所。田舎。

③外角⇔。

⑤○○○○あれば陽報あり。

⑦にぎり、ちらし、てまき、

⑨心に感じとる。

⑪尻尾が大きく可愛い動物

⑫訓⇔。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
戦
す

る
飲
食
店
を
、
カ
ラ
オ
ケ

配
信
会
社
が
さ
ら
に
困

ら
せ
て
い
る
と
の
訴
え

が
あ
っ
た
。

　
中
央
区
で
高
齢
の
カ

ラ
オ
ケ
愛
好
家
を
対
象

に
細
々
と
営
ん
で
い
る

「
昼
カ
ラ
」
の
お
店
が
あ

る
。
元
々
、
利
益
が
上
が

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
近
所
の

愛
好
家
の
た
め
に
と
、
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
経

営
を
続
け
る
努
力
を
重

ね
て
き
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
真
っ
先
に

や
り
玉
に
挙
が
っ
た
も

の
の
中
に
カ
ラ
オ
ケ
が

あ
っ
た
。
御
多
分
に
漏

れ
ず
営
業
を
自
粛
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ラ

オ
ケ
配
信
業
者
と
の
契

約
で
は
、
「
閉
店
」か
「
廃

業
」
で
な
い
と
解
約
で

き
ず
、
「
休
業
」
や
「
自

粛
」
で
は
契
約
を
止
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
ひ
と
月
に
１
曲
も

使
用
し
な
く
て
も
数
万

円
の
料
金
を
払
わ
さ
れ

て
い
る
。
「
店
を
や
め
な

け
れ
ば
解
約
に
応
じ
な

い
」
と
い
う
取
り
決
め
は

独
占
禁
止
法
が
禁
じ
る

「
優
越
的
地
位
の
乱
用
」

で
あ
る
が
、
業
界
最
大

手
の
こ
の
カ
ラ
オ
ケ
配

信
会
社
は
苦
情
に
も
ど

こ
吹
く
風
で
知
ら
ん
顔

だ
。
い
つ
の
世
も
末
端
で

が
ん
ば
る
弱
者
だ
け
が

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
契

約
を
盾
に
強
硬
に
出
る

の
は
弱
い
者
い
じ
め
で

は
な
い
か
。
一
泡
吹
か
せ

た
い
と
思
う
。
　
（
今
）

９
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
答
え

第301号（７）令和３年１０月１日発行 稲　毛　新　聞

噂
通
り
の
味
で
し
た

　　
先
日
の
土
曜
日
に
稲

毛
新
聞
７
月
号
に
載
っ

て
い
た
市
川
の
ソ
ー
レ
・

マ
ー
ノ
に
娘
を
連
れ
て

行
っ
て
み
ま
し
た
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
な
る
前
は
創
作
イ
タ

リ
ア
ン
の
お
店
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
特
に
ワ
イ
ン

に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
た

ら
し
く
是
非
味
わ
っ
て

み
た
か
っ
た
で
す
が
今

は
そ
れ
も
叶
い
ま
せ
ん
。

そ
の
日
は
私
が
稲
毛
新

聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

噂
の
黒
チ
ラ
シ
を
、
娘
が

オ
ム
ラ
イ
ス
を
注
文
し

ま
し
た
。
オ
ム
ラ
イ
ス
は

や
は
り
ふ
わ
と
ろ
で
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
よ

う
で
娘
は
大
喜
び
、
黒
チ

ラ
シ
は
イ
ク
ラ
や
ホ
タ

テ
に
加
え
柔
ら
か
い
牛

肉
ま
で
入
っ
て
い
る
チ

ラ
シ
。
海
鮮
と
お
肉
が
両

方
味
わ
え
、
見
た
目
も
キ

レ
イ
で
大
満
足
で
し

た
。
我
が
家
は
新
検
見
川

で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
市
川

へ
出
向
い
て
み
る
価
値

の
あ
る
お
店
だ
と
思
い

ま
す
。
（
花
見
川
区
・
グ

ル
メ
大
好
き
マ
マ
）

稲
毛
新
聞
何
か
雰
囲
気

変
わ
っ
た
？

　　
も
う

20年
以
上
稲
毛

新
聞
を
読
ま
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
９
月
号
で

は

25周
年
３
０
０
号
に

な
っ
た
よ
う
で
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。
私
は
こ
の

稲
毛
新
聞
を
毎
回
読
ん

だ
後
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ

ッ
ク
に
保
存
し
て
い
ま

す
。
時
々
古
い
も
の
を
引

っ
張
り
だ
し
て
読
ん
で

み
る
と
こ
の
千
葉
の
地

元
の
古
い
ニ
ュ
ー
ス
が

載
っ
て
い
て
懐
か
し
く

な
り
ま
す
。

　
最
近
こ
の
稲
毛
新
聞

は
何
か
紙
面
の
雰
囲
気

が
変
わ
っ
た
よ
う
で
と

て
も
見
や
す
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。
友
人
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
ま
し
た
。

　
古
い
紙
面
と
比
べ
る

と
、
写
真
が
多
く
、
か
つ

大
き
く
な
っ
た
感
じ
で

す
。
記
事
も
以
前
は
あ
ま

り
無
か
っ
た
飲
食
店
や

温
泉
の
紹
介
、
地
元
の
ス

ポ
ー
ツ
の
結
果
な
ど
が

出
て
い
て
面
白
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
面
白
い
新
聞
に

な
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。
（
美
浜
区
・
坂
本

公
之
）

危
な
い
歩
き
ス
マ
ホ
！

　
近
頃
本
当
に
多
い
歩

き
ス
マ
ホ
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

歩
く
の
で
前
を
見
て
な

い
か
ら
危
な
く
て
し
ょ

う
が
な
い
で
す
。

　
以
前
歩
き
ス
マ
ホ
を

し
て
い
る
人
と
接
触
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
歩
い
て
い
る

の
に
操
作
が
止
め
ら
れ

な
い
ほ
ど
緊
急
性
が
必

要
な
こ
と
な
の
か
、
１
分

１
秒
を
争
う
こ
と
な
の

か
。
先
日
の
雨
の
日
な
ど

は
傘
を
さ
し
な
が
ら
、
自

転
車
を
運
転
、
そ
の
上
ス

マ
ホ
を
操
作
と
い
う
、
も

は
や
危
な
い
を
通
り
越

し
て
一
芸
で
は
な
い
か

と
思
う
人
が
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
若
い
人
が

多
い
と
感
じ
て
ま
す

が
、
意
外
に
年
配
の
人
も

い
ま
す
。

　
歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て

い
る
人
は
当
然
周
囲
に

目
が
行
っ
て
な
い
の
で
、

周
り
の
人
の
動
き
な
ど

見
て
ま
せ
ん
よ
ね
。
本
当

に
危
険
だ
し
、
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
解
決
に

向
け
た
動
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。
法
制
化
と
は
言
わ

な
い
ま
で
も
条
例
で
何

と
か
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
（
稲
毛
区
・
西

谷
智
）

　
川
柳
を
投
稿
し
ま
す

　
前
に
一
度
読
者
の
声

に
載
せ
て
い
た
だ
い
た

者
で
す
。
新
聞
に
川
柳
が

少
な
い
と
思
い
投
稿
し

ま
す
。
　

①
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
レ

ス
減
ら
せ
投
稿
す

②
ボ
ケ
と
ウ
ツ
吹
き
飛

ば
そ
う
投
稿
す

（
花
見
川
区
・
清
水
節
夫
）

　
ご
親
切
な
方
へ

　
出
産
後
の
娘
を
見
舞

う
た
め
に
電
車
と
バ
ス

に
乗
っ
て
病
院
へ
出
か

け
ま
し
た
が
、
稲
毛
駅
近

く
で
道
が
分
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
朝
９
時
前
だ
っ
た
の

で
人
通
り
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
地
図
を
見
せ

て
道
を
尋
ね
る
と
「
急
い

で
い
る
の
で
す
み
ま
せ

ん
」
と
何
人
も
断
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
考
え
て

み
れ
ば
、
み
な
さ
ん
通
勤

で
電
車
の
時
間
が
あ
り

ま
す
か
ら
当
た
り
前
で

す
。

　
さ
て
困
っ
た
と
自
分

で
も
う
一
度
地
図
を
見

ま
す
が
、
稲
毛
駅
近
く
を

歩
い
た
こ
と
が
な
く
て
、

現
在
地
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
地
図
に
あ
る
目
印
の

イ
オ
ン
も
ど
こ
に
あ
る

か
わ
か
ら
な
く
て
、
そ
の

場
に
立
ち
す
く
ん
で
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
を
見
て
い
た
の

か
ご
婦
人
が
私
に
話
し

か
け
て
く
だ
さ
り
、
丁
寧

に
道
順
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で

無
事
に
孫
と
娘
に
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

親
切
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
私
も
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん

と
お
礼
を
言
え
ず
に
、
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
緑

区
・
内
藤
和
男
）

●
読
者
の
声
募
集
！

　
日
頃
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
る
こ
と
や
感
じ
て

い
る
こ
と
、
身
近
な
話
題

な
ど
を
稲
毛
新
聞
に
送

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ハ
ガ

キ
・

F

A

X・
メ
ー
ル
で

「
読
者
の
声
」
係
ま
で
。

よ
く
わ
か
る
補
聴
器
選

び
２
０
２
２
年
版
（
八

重
洲
出
版
）
　
買
い
方
・

使
い
方
・
難
聴
の
理
解
を

全
サ
ポ
ー
ト
！

　
現
役
の
耳
鼻
科
医
・

補
聴
器
相
談
医
が
執
筆

し
た
補
聴
器
選
び
の
入

門
書
。
補
聴
器
に
初
め
て

触
れ
る
方
や
買
い
替
え

ユ
ー
ザ
ー
に
も
対
応
し

た
補
聴
器
ガ
イ
ド
の
決

定
版
で
す
。（
２
０
２
１

年
９
月

15日
発
売
・
税
込

み
１
４
３
０
円
）

　
難
聴
に
つ
い
て
・
統
計

調
査
か
ら
み
る
日
本
の

補
聴
器
事
情
・
補
聴
器
を

買
う
タ
イ
ミ
ン
グ
、
機
能

・
種
類
・
購
入
の
際
の
注

意
点
、
補
聴
器
装
用
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
全
国
補
聴

器
販
売
店
リ
ス
ト
な
ど
、

補
聴
器
に
関
す
る
最
新

情
報
が
満
載
で
す
の
で

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

　
書
店
で
も
お
求
め
に

な
れ
る
ほ
か
、
今
月
の

「
ク
イ
ズ
＆
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
賞
品
と
し
て
３
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※読者調査のクオカード当選者発表は発送

をもってかえさせていただきます。ご協力あ

りがとうございました。


